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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　当社の連結子会社である、あなぶきホームライフ株式会社（本社所在地：東京都渋谷区千駄ヶ谷4-19-12、代表取締

役社長：柴田登、資本金：100百万円、企業結合日：2020年12月22日、決算日：３月31日、以下「あなぶきホームライ

フ」という。）において、同社の2022年３月期（当社における2022年６月期第３四半期）の決算作業を行う中で、あな

ぶきホームライフの2021年３月期の法人税の計算において、当社の子会社となった際に前株主があなぶきホームライフ

に対して行った貸付債権の放棄に伴う免除益に対する留保金課税額の計上漏れが判明しました。

　これに伴い当社は、過去に提出済みの有価証券報告書等に記載されております連結財務諸表及び四半期連結財務諸表

で対象となる部分について、訂正することといたしました。

　これらの決算訂正により、当社が2021年11月11日に提出いたしました第59期第１四半期（自　2021年７月１日　至　

2021年９月30日）に係る四半期報告書の記載事項の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条の４

の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、EY新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けており、そ

の四半期レビュー報告書を添付しております。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

２　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）経営成績の状況

(2）財政状態の状況

第４　経理の状況

２．監査証明について

１　四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

(2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

注記事項

（１株当たり情報）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　　（訂正前）

回次
第58期

第１四半期連結
累計期間

第59期
第１四半期連結
累計期間

第58期

会計期間
自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

自 2021年７月１日
至 2021年９月30日

自 2020年７月１日
至 2021年６月30日

売上高 （千円） 20,605,253 33,729,210 104,750,470

経常利益 （千円） 1,114,263 2,956,667 5,546,123

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 518,218 1,964,905 3,685,078

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 554,372 1,988,098 3,739,428

純資産額 （千円） 27,903,079 32,395,573 30,836,147

総資産額 （千円） 94,842,178 111,025,646 114,371,185

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 48.58 184.20 345.46

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 28.8 28.6 26.4

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第１四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用

した後の指標等となっております。
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　　（訂正後）

回次
第58期

第１四半期連結
累計期間

第59期
第１四半期連結
累計期間

第58期

会計期間
自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

自 2021年７月１日
至 2021年９月30日

自 2020年７月１日
至 2021年６月30日

売上高 （千円） 20,605,253 33,729,210 104,750,470

経常利益 （千円） 1,114,263 2,956,667 5,546,123

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 518,218 1,612,028 3,058,816

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 554,372 1,635,221 3,113,166

純資産額 （千円） 27,903,079 31,416,435 30,209,885

総資産額 （千円） 94,842,178 111,025,646 114,371,185

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 48.58 151.12 286.75

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 28.8 27.7 25.9

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第１四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用

した後の指標等となっております。
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第２【事業の状況】

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）経営成績の状況

　　（訂正前）

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、年明け以降の新型コロナウイルス感染症の再拡大と長期化に

伴い各種活動が制限され、引き続き景気回復は足踏み状態となりました。足元ではワクチン接種率が上昇し、「緊

急事態宣言」や「まん延防止等重点措置」も解除され、社会経済活動の回復の兆しも見られておりますが、第６波

への懸念など、先行きは依然不透明な状況です。

　不動産業界においては、政府による住宅取得支援制度や低金利環境、また、コロナ禍におけるテレワークなどの

生活スタイルの転換を背景とした住宅に対する需要の拡大などにより、引き続き、消費者の購買意欲は堅調に推移

しました。一方で、建築資材の高騰による建設工事費や工期等への影響が懸念され、注意を要する状況となってお

ります。

　このような状況のなかで、当社グループの主力事業である分譲マンション事業におきましては、引き続き感染拡

大防止のための各種対策を十分に講じ、お客様が安心してご来場いただける環境づくりや、IT技術を活用したオン

ライン商談により、販売活動を継続してまいりました。また、新たな中期方針『ポストコロナ時代を見据えたポー

トフォリオ経営の構築』の実現に向け、首都圏を含む東日本エリアでの事業基盤の拡大強化を目指し、2021年７月

に宇都宮営業所（栃木県宇都宮市）及び高崎営業所（群馬県高崎市）を開設、中古マンション買取再販事業におい

ては東海地方への新規出店準備を進めました。また、アフターコロナを見据えた新規事業や新しい商品、サービス

の開発などにも取り組みました。

　当第１四半期連結累計期間における売上高は33,729百万円（前年同期比63.7％増）、営業利益2,973百万円（同

171.2％増）、経常利益2,956百万円（同165.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益1,964百万円（同279.2％

増）となりました。

　セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、報告セグメントに含まれない事業セグメントとして「その他」を加えてお

ります。

（以下省略）

 

　　（訂正後）

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、年明け以降の新型コロナウイルス感染症の再拡大と長期化に

伴い各種活動が制限され、引き続き景気回復は足踏み状態となりました。足元ではワクチン接種率が上昇し、「緊

急事態宣言」や「まん延防止等重点措置」も解除され、社会経済活動の回復の兆しも見られておりますが、第６波

への懸念など、先行きは依然不透明な状況です。

　不動産業界においては、政府による住宅取得支援制度や低金利環境、また、コロナ禍におけるテレワークなどの

生活スタイルの転換を背景とした住宅に対する需要の拡大などにより、引き続き、消費者の購買意欲は堅調に推移

しました。一方で、建築資材の高騰による建設工事費や工期等への影響が懸念され、注意を要する状況となってお

ります。

　このような状況のなかで、当社グループの主力事業である分譲マンション事業におきましては、引き続き感染拡

大防止のための各種対策を十分に講じ、お客様が安心してご来場いただける環境づくりや、IT技術を活用したオン

ライン商談により、販売活動を継続してまいりました。また、新たな中期方針『ポストコロナ時代を見据えたポー

トフォリオ経営の構築』の実現に向け、首都圏を含む東日本エリアでの事業基盤の拡大強化を目指し、2021年７月

に宇都宮営業所（栃木県宇都宮市）及び高崎営業所（群馬県高崎市）を開設、中古マンション買取再販事業におい

ては東海地方への新規出店準備を進めました。また、アフターコロナを見据えた新規事業や新しい商品、サービス

の開発などにも取り組みました。

　当第１四半期連結累計期間における売上高は33,729百万円（前年同期比63.7％増）、営業利益2,973百万円（同

171.2％増）、経常利益2,956百万円（同165.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益1,612百万円（同211.1％

増）となりました。

　セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、報告セグメントに含まれない事業セグメントとして「その他」を加えてお

ります。

（以下省略）
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（２）財政状態の状況

　　（訂正前）

　当第１四半期連結会計期間末の資産、負債及び純資産の状況は、次のとおりであります。
 
（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は81,357百万円となり、前連結会計年度末に比べ670百万円増

加いたしました。これは主に現金及び預金が5,115百万円増加したことによるものであります。固定資産は

29,668百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,015百万円減少いたしました。これは主に投資有価証券が4,424

百万円減少したことによるものであります。

　この結果、総資産は、111,025百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,345百万円減少いたしました。
 
（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は37,311百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,661百万円

減少いたしました。これは主に支払手形及び買掛金が2,136百万円減少したことによるものであります。固定負

債は41,318百万円となり、前連結会計年度末に比べ756百万円増加いたしました。これは主に社債が674百万円増

加したことによるものであります。

　この結果、負債合計は、78,630百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,904百万円減少いたしました。
 
（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は32,395百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,559百万円

増加いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益1,964百万円によるものであります。

　この結果、自己資本比率は28.6％（前連結会計年度末は26.4％）となりました。

 

　　（訂正後）

　当第１四半期連結会計期間末の資産、負債及び純資産の状況は、次のとおりであります。
 
（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は81,357百万円となり、前連結会計年度末に比べ670百万円増

加いたしました。これは主に現金及び預金が5,115百万円増加したことによるものであります。固定資産は

29,668百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,015百万円減少いたしました。これは主に投資有価証券が4,424

百万円減少したことによるものであります。

　この結果、総資産は、111,025百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,345百万円減少いたしました。
 
（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は38,290百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,308百万円減

少いたしました。これは主に支払手形及び買掛金が2,136百万円減少したことによるものであります。固定負債は

41,318百万円となり、前連結会計年度末に比べ756百万円増加いたしました。これは主に社債が674百万円増加し

たことによるものであります。

　この結果、負債合計は、79,609百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,552百万円減少いたしました。
 
（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は31,416百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,206百万円

増加いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益1,612百万円によるものであります。

　この結果、自己資本比率は27.7％（前連結会計年度末は25.9％）となりました。
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第４【経理の状況】

２．監査証明について

　　（訂正前）

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021

年９月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2021年７月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

　　（訂正後）

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021

年９月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2021年７月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　また、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

　　（訂正前）

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,975,110 10,091,093

受取手形及び売掛金 1,573,351 1,799,449

販売用不動産 20,051,335 19,205,408

仕掛販売用不動産 47,833,325 45,363,914

その他の棚卸資産 340,587 346,117

その他 5,922,969 4,561,659

貸倒引当金 △9,488 △10,046

流動資産合計 80,687,192 81,357,596

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 13,538,014 13,397,610

機械装置及び運搬具（純額） 97,762 95,119

土地 8,175,837 8,410,388

建設仮勘定 35,164 35,164

その他（純額） 855,459 819,372

有形固定資産合計 22,702,237 22,757,654

無形固定資産   

のれん 103,784 98,322

その他 374,138 338,182

無形固定資産合計 477,922 436,504

投資その他の資産   

投資有価証券 5,334,470 910,164

長期貸付金 1,687,078 1,923,329

繰延税金資産 1,351,441 1,530,917

その他 2,487,065 2,463,351

貸倒引当金 △356,223 △353,871

投資その他の資産合計 10,503,832 6,473,891

固定資産合計 33,683,993 29,668,050

資産合計 114,371,185 111,025,646
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,151,167 6,015,014

短期借入金 13,689,000 14,688,730

１年内償還予定の社債 2,072,000 1,470,400

１年内返済予定の長期借入金 3,174,398 2,875,018

未払法人税等 1,984,182 1,271,282

前受金 9,153,623 7,090,359

賞与引当金 673,909 296,409

その他 4,074,788 3,604,473

流動負債合計 42,973,068 37,311,688

固定負債   

社債 10,988,600 11,663,300

長期借入金 26,160,010 26,338,943

退職給付に係る負債 1,358,012 1,361,083

役員退職慰労引当金 63,286 63,286

繰延税金負債 162,849 －

その他 1,829,211 1,891,772

固定負債合計 40,561,969 41,318,384

負債合計 83,535,038 78,630,073

純資産の部   

株主資本   

資本金 755,794 755,794

資本剰余金 821,274 821,274

利益剰余金 29,082,398 30,618,914

自己株式 △445,120 △445,120

株主資本合計 30,214,346 31,750,862

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △8,742 △6,750

その他の包括利益累計額合計 △8,742 △6,750

非支配株主持分 630,543 651,461

純資産合計 30,836,147 32,395,573

負債純資産合計 114,371,185 111,025,646
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　　（訂正後）

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,975,110 10,091,093

受取手形及び売掛金 1,573,351 1,799,449

販売用不動産 20,051,335 19,205,408

仕掛販売用不動産 47,833,325 45,363,914

その他の棚卸資産 340,587 346,117

その他 5,922,969 4,561,659

貸倒引当金 △9,488 △10,046

流動資産合計 80,687,192 81,357,596

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 13,538,014 13,397,610

機械装置及び運搬具（純額） 97,762 95,119

土地 8,175,837 8,410,388

建設仮勘定 35,164 35,164

その他（純額） 855,459 819,372

有形固定資産合計 22,702,237 22,757,654

無形固定資産   

のれん 103,784 98,322

その他 374,138 338,182

無形固定資産合計 477,922 436,504

投資その他の資産   

投資有価証券 5,334,470 910,164

長期貸付金 1,687,078 1,923,329

繰延税金資産 1,351,441 1,530,917

その他 2,487,065 2,463,351

貸倒引当金 △356,223 △353,871

投資その他の資産合計 10,503,832 6,473,891

固定資産合計 33,683,993 29,668,050

資産合計 114,371,185 111,025,646
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,151,167 6,015,014

短期借入金 13,689,000 14,688,730

１年内償還予定の社債 2,072,000 1,470,400

１年内返済予定の長期借入金 3,174,398 2,875,018

未払法人税等 2,610,443 2,250,421

前受金 9,153,623 7,090,359

賞与引当金 673,909 296,409

その他 4,074,788 3,604,473

流動負債合計 43,599,330 38,290,826

固定負債   

社債 10,988,600 11,663,300

長期借入金 26,160,010 26,338,943

退職給付に係る負債 1,358,012 1,361,083

役員退職慰労引当金 63,286 63,286

繰延税金負債 162,849 －

その他 1,829,211 1,891,772

固定負債合計 40,561,969 41,318,384

負債合計 84,161,300 79,609,211

純資産の部   

株主資本   

資本金 755,794 755,794

資本剰余金 821,274 821,274

利益剰余金 28,456,136 29,639,775

自己株式 △445,120 △445,120

株主資本合計 29,588,084 30,771,724

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △8,742 △6,750

その他の包括利益累計額合計 △8,742 △6,750

非支配株主持分 630,543 651,461

純資産合計 30,209,885 31,416,435

負債純資産合計 114,371,185 111,025,646
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

　　（訂正前）

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2020年７月１日
　至 2020年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 20,605,253 33,729,210

売上原価 15,913,692 26,377,360

売上総利益 4,691,561 7,351,849

販売費及び一般管理費 3,595,049 4,377,937

営業利益 1,096,511 2,973,912

営業外収益   

受取利息 13,126 15,810

受取配当金 3,752 5,356

補助金収入 139,144 72,932

その他 28,998 41,204

営業外収益合計 185,022 135,304

営業外費用   

支払利息 95,594 111,923

社債発行費 － 14,946

為替差損 39,545 16

支払手数料 9,302 10,469

その他 22,827 15,193

営業外費用合計 167,270 152,548

経常利益 1,114,263 2,956,667

特別損失   

固定資産除却損 5,325 9,351

投資有価証券評価損 4,123 －

訴訟損失引当金繰入額 200,000 －

特別損失合計 209,449 9,351

税金等調整前四半期純利益 904,814 2,947,315

法人税、住民税及び事業税 380,524 1,304,409

法人税等調整額 △29,192 △343,200

法人税等合計 351,332 961,209

四半期純利益 553,482 1,986,105

非支配株主に帰属する四半期純利益 35,263 21,200

親会社株主に帰属する四半期純利益 518,218 1,964,905
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　　（訂正後）

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2020年７月１日
　至 2020年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 20,605,253 33,729,210

売上原価 15,913,692 26,377,360

売上総利益 4,691,561 7,351,849

販売費及び一般管理費 3,595,049 4,377,937

営業利益 1,096,511 2,973,912

営業外収益   

受取利息 13,126 15,810

受取配当金 3,752 5,356

補助金収入 139,144 72,932

その他 28,998 41,204

営業外収益合計 185,022 135,304

営業外費用   

支払利息 95,594 111,923

社債発行費 － 14,946

為替差損 39,545 16

支払手数料 9,302 10,469

その他 22,827 15,193

営業外費用合計 167,270 152,548

経常利益 1,114,263 2,956,667

特別損失   

固定資産除却損 5,325 9,351

投資有価証券評価損 4,123 －

訴訟損失引当金繰入額 200,000 －

特別損失合計 209,449 9,351

税金等調整前四半期純利益 904,814 2,947,315

法人税、住民税及び事業税 380,524 1,657,286

法人税等調整額 △29,192 △343,200

法人税等合計 351,332 1,314,086

四半期純利益 553,482 1,633,229

非支配株主に帰属する四半期純利益 35,263 21,200

親会社株主に帰属する四半期純利益 518,218 1,612,028
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

　　（訂正前）

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2020年７月１日
　至 2020年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 553,482 1,986,105

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 890 1,992

その他の包括利益合計 890 1,992

四半期包括利益 554,372 1,988,098

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 519,108 1,966,897

非支配株主に係る四半期包括利益 35,263 21,200

 

　　（訂正後）

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2020年７月１日
　至 2020年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 553,482 1,633,229

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 890 1,992

その他の包括利益合計 890 1,992

四半期包括利益 554,372 1,635,221

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 519,108 1,614,020

非支配株主に係る四半期包括利益 35,263 21,200
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【注記事項】

（１株当たり情報）

　　（訂正前）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2020年７月１日
至　2020年９月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2021年７月１日
至　2021年９月30日）

１株当たり四半期純利益 48円58銭 184円20銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 518,218 1,964,905

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（千円）
518,218 1,964,905

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,666 10,666

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

　　（訂正後）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2020年７月１日
至　2020年９月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2021年７月１日
至　2021年９月30日）

１株当たり四半期純利益 48円58銭 151円12銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 518,218 1,612,028

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（千円）
518,218 1,612,028

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,666 10,666

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年５月30日

穴吹興産株式会社
 

 取 締 役 会　 御 中   

 

 EY新日本有限責任監査法人  

 高　　松　　事　　務　　所  

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 堀　川　紀　之

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 和田林　一　毅

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている穴吹興産株式

会社の２０２１年７月１日から２０２２年６月３０日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（２０２１年７月１

日から２０２１年９月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（２０２１年７月１日から２０２１年９月３０日まで）

に係る訂正後の四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、穴吹興産株式会社及び連結子会社の２０２１年９月３０日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

その他の事項

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。なお、

当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して２０２１年１１月１０日に四半期レビュー報告書を提出している

が、当該訂正に伴い、訂正後の四半期連結財務諸表に対して本四半期レビュー報告書を提出する。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期

連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　　上

 
 
　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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